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宝塚市まちづくり協議会代表者交流会（平成 30年度・第 9回）議事概要  
日  時  平成 31年 1月 9日（水）14：00～16：00 

 

場  所  市役所 3階 3-3会議室 

 

出席者   仁川まちづくり協議会 綿 昭人会長 

宝塚市高司小学校区まちづくり協議会 平石 美佐子会長 

宝塚市光明地域まちづくり協議会 田村 幸雄会長 

宝塚市末成小学校地域まちづくり協議会 加藤 富三会長 

宝塚市西山まちづくり協議会 久保田 洋一会長 

まちづくり協議会コミュニティ末広 豊田 茂男代表 

宝塚第一小学校区まちづくり協議会 中谷 修会長 

逆瀬台小学校区まちづくり協議会 中村 一雄会長 

宝塚市すみれガ丘小学校区まちづくり協議会 川上 操代表 

宝塚小学校区まちづくり協議会 喜多 毅会長 

売布小学校区まちづくり協議会 上田 紘夫会長 

小浜小学校区まちづくり協議会 藤本 真砂子会長 

宝塚市美座地域まちづくり協議会 梅村 諭代表 

安倉地区まちづくり協議会 岡本 康夫会長 

宝塚市長尾地区まちづくり協議会 久保田 久男会長 

中山台コミュニティ 畑中 康治会長 

宝塚市山本山手地区まちづくり協議会 （代理）奥野 廣明代表補佐 

宝塚市長尾台小学校区まちづくり協議会 松原 孝彦会長 

宝塚市西谷地区まちづくり協議会 （代理）塗家 昭彦理事 

      宝塚市 中川市長 

市民交流部 古家部長、上田室長、新城課長 

市民協働推進課 吉岡課長、山田係長 他 

           教育委員会学校教育部 羽田室長 

学校教育課  神原副課長 

スポーツ振興課 細谷課長 

宝塚市社会福祉協議会（フレミラ宝塚） 埜下館長 

      関西総合研究所 宮本 他 

      ＯＭ環境計画研究所 杉山 

宝塚ＮＰＯセンター 馬越 

傍聴 10人 

 

議事概要（要旨）  

 

１ 宝塚市長新春挨拶 

 

２ 宝塚市まちづくり協議会代表者交流会（平成 30年度・第 7回）議事概要の確認 

  各まちづくり協議会代表者により、宝塚市まちづくり協議会代表者交流会（平成 30年度・

第 7回）議事概要の確認が行われ、ホームページへの公開が承認された。 

 

３ ワークショップについて 

 (1) 総括 

    平成 30年 12月 12日（水）に行われたまちづくり協議会代表者交流会（ワークショ

ップ）のファシリテーター役を務めたコミュニティ西山久保田会長より、資料を基に、
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ワークショップの総括を行った。 

 (2) 意見交換 

  各テーマ（まち（地域）の資源再発見、宝塚コミュニティ・スクール、情報発信研究）

について、意見交換を行った。意見の概要は以下のとおり。 

  ア まち（地域）の資源再発見 

 意見を集約し、どこに何があるのかという地図などで情報共有できたらと思う。 

 中学生より、「今の観光案内をしている方は大人が多い。私たちのような若い世代に

も案内させてほしい。」、「身近にあるものに関心を持ってそれを掘り下げていただい

たら市外や全国に発信できるのではないか。」という意見をもらった。 

  イ 宝塚コミュニティ・スクール 

 コミュニティ・スクールは、現状の取組から大きく変わるものではないと考えている。 

 小学校と中学校の両方でやれたらと考えている。校長の提案に沿ってやっていけたら

と考えている。 

 今の運営委員会に＋αのメンバーが加わるくらいで、コミュニティ・スクールの体制

になる。新たに作るとなると大変。 

 宝塚方式について気になる。まちづくり協議会を取り込んだ学校運営協議会にならな

いか。 

 文科省型のようなきっちりした形は無理。現状に沿った形が望ましい。ただし、まち

づくり協議会が全て運営協議会に入るという形は、学校の考えと相いれない可能性が

あるため、メンバー選定は学校としっかりと相談する必要がある。 

 今の評議員会に保護者会の人が入ればコミュニティ・スクールの協議会の形は整う。

そうすれば大きく変えずにできるのではないか。安全対策の際には地区の代表等にも

入ってもらう形にすればよいのではないか。 

 市：地域ごとにそれぞれの形があってよい。まずは始めやすい形で始めていただいて、

一緒に走りながらどういった形がよいのかというのを考えていきたい。 

 どの順番でどのコミュニティに対し、コミュニティ・スクールの開始を呼びかけてい

くのか。 

 市：今年度を 1年目としてから 5年間ですべての小中学校で開始というのが目標。具

体的にいつから開始かは各校長先生に委ねているところがある。 

 コミュニティ・スクールに移行した場合、評議員会は無くなるのではないか。今日の

話だと無くならないと誤解している方がいるかもしれない。 

 市：評議員は制度として無くなる。また、導入の時期については、来年度から何校で

開始するなどということは明確には決まっていない。各学校の置かれている地域ごと

に事情もあると思うので、各校長先生に委ねている。各学校長と地域の方で話し合っ

ていただきたい。できるだけ早く開始するというのがもう一つの目標でもある。 

 運営協議会の人選の際には、地域の意見を聞く機会も持ってほしい。 

 校長先生が人選をするので、この基準が各地域によってばらばらだと一貫性がないの

ではないか。教育委員会から基準を提案してもらえれば一貫性が取れるのではないか。 

   ウ 情報発信研究 

 「いくら良いものを作っても読んでくれない」という意見は少しおかしいと思う。現

状はお知らせや報告などが多い。これらも必要だが、情報の共有や上から目線ではな

い啓発も大事だと思う。 

 以前市役所でやっていた広報担当者が集まる会議は現在やっているか。 

 市：市民活動促進支援事業で宝塚ＮＰＯセンターに委託した形の講座はやっているが、

市主催としてはやっていない。 

 

４ 地域ごとのまちづくり計画の見直しについて 

 (1) 計画の取組状況・予定等の報告 

 【西山】 

 アンケートを 8 つの自治会の役員会にお願いした。現在 144 通集まり、それらについ
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ては集計済み。ＰＴＡの役員会に配布しているものを集計予定。 

 1月に第 5回策定委員会を実施予定。 

 【すえなり】 

 昨年の 12/16に第 2回の見直し委員会開催。 

 2/2 に第一分科会、2/24 に第二分科会を開催予定。ここで、各分科会の意見聴取を行

う。 

 1/10 に小学校の児童会と一緒にまち歩きを予定。まち歩きで安全安心、防災防犯の面

でのまちのチェックを行い、その後意見交換、アンケートを実施予定。 

 【長尾】 

 約 330 名分の集計を各部会に振り分け検討する。今年の 3 月末までに取りまとめを行

う予定。 

【小浜】 

 10～12月までに 3回、地域に出て意見を聞いた。アンケートの回収は 455通。これか

らまとめていく。 

【宝小】 

 ワークショップ形式でやっている。 

 アンケートは小中学校及び商業者の方にもアンケートを取り、結果をまとめた。 

 春に向けて中間総合検討会を開催し、意見を聞きたいと思っている。 

 【中山台】 

 アンケートが 12月に完成。各自治会にて全戸配布するか会員だけに配布するかを決め

て 1月に配布予定。2/10までに回収予定。 

 1/27に見直し委員会を開催予定。 

 【すみれ】 

 1/7にアンケート完成。1/11にアンケート配布予定。1月中に回収。回収したものをま

とめていく。 

【売布】 

 小学校の校長からアンケートを取った結果をいただきたいという要望があり、明日の

役員会で 700部学校に渡す予定。 

【ゆずり葉】 

 コミュニティの広報誌にまちづくり計画の原案を掲載。 

 まちづくり計画の原案について、内容を行政と協議、精査していく。 

 計画と実現性、継続性をもって見直しの基本としている。 

【末広】 

 12/4 に見直し委員会実施。防災訓練について議論を行った。結論としては現在やって

いることを続けるが、今まで意識できていない細かい点についてもやっていこうとい

うことになった。例えば、避難所でのサービスを自宅にいる方にも実現することが原

則ではないかなど。事業所との連携も模索してはどうかという提案があり、事業所に

対するアンケートを実施する予定。 

【山本山手】 

 12月に全戸配布のアンケート調査、小学校 4～6年生を対象としたアンケート調査を実

施。1/26にアンケートのまとめをやり、今後の進め方について打ち合わせ予定。 

 2/16に今年度のネットワーク会議を実施する。過去 2年間でのネットワーク会議にて

掘り起こした課題や要望等に対しどう対応するか、まちづくり計画で盛り込む課題を

どうするかなどについて整理する。 

【一小】 

 12/15に合同防災訓練を実施。 

 12/16に光ガ丘中学校の生徒会との座談会を実施。有意義な内容であった。今後内容に

ついてまとめ、検討する。 

 12/22にまちづくり計画のプロジェクトチームの会合を実施。評議委員会対象の大人に

対するアンケートを取り、まとめた資料に基づき、検討が終了。 
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 小学校 5年生に対するアンケートも回収が済み、これから検討に入っていく。 

 1月より、プロジェクトチームのメンバーだけでなく、各部会の方にも見直しに関する

作業に取り組んでいただく予定。 

【安倉】 

 アンケートを見ると、具体的な記述の部分について記載がないものが多い状況。 

 12月末に中学 3年生にアンケートを実施。 

【ひばり】 

 まちづくり計画のアンケートを作成した。1/31 を提出期限としている。各自治会長で

ある程度まとめた後、2/2にまちづくり計画作成委員会を実施。 

【高司】 

 アンケートの結果を整理中。 

 2/8に河内長野市との交流会に出席予定。 

【仁川】 

 将来像、基本目標について検討中。 

 【西谷】 

 西谷まちづくり計画進捗状況評価結果を受け、5分科会あったものを 3分科会に分け、

12/5に第一分科会、12/21に第二分科会、1/5に第三分科会がそれぞれ行われた。3月

を目標に各分科会で中間まとめをしてもらう予定。 

 取り組んできたアンケートやビジョン協議会の結果等を踏まえ、9月までに計画をまと

める予定。 

【光明】 

 前回分のまちづくり計画のチェックは終了。 

 小学校 5・6年生へのアンケートを学校にお願いした。 

 地域へのアンケートとして、自治会とマンション管理組合に対するアンケートを実施

し、2月中にまとめる予定。 

【美座】 

 年度内にはアンケート内容と対象を決定予定。小学校の高学年、子育て世代の保護者、

高齢者、身体障がい者の方を対象としていきたい。 

 水災害の際の避難所をどうするのかについて大きなテーマとなっている。 

 (2) 意見交換 

特になし。 

 

５ 第 14回宝塚ハーフマラソン大会ご協力のお礼について 

  スポーツ振興課より、同大会ご協力のお礼について述べた。 

 

６ 市民協働推進課からのお知らせ 

  下記(1)～(5)について、資料を用いるなどして周知した。 

(1) ＦＭ宝塚出演予定 

 平成 31年 1月 21日(月)宝塚市長尾台小学校区まちづくり協議会 

(2) 市民と市長のテーブルトークについて 

(3) 協働の指針市民説明会の開催について 

(4) 市民活動促進支援事業について（宝塚ＮＰＯセンター） 

(5) 「スマホで街の情報発信」について（社会福祉協議会（フレミラ宝塚）） 

 

７ その他 

  特になし。 

 

８ 今後の日程 

  次回日時：平成 31年 2月 13日（水）14：00～16：00 

  場  所：市役所 3階 3-3会議室 


